
七夕祭りの開催 （赤松寮）

　赤松寮では毎年7月にご家族をお呼びし、七夕祭りを開催し
ています。昨年、今年と、新型コロナウイルス感染防止のため、
大変残念ではありましたが、ご利用者と職員のみでの開催とな
りました。
　短冊に思い思いの願いごとを書き、「笹の葉さ～らさら?H」と
歌いながら飾りつけを行い、おやつにたこ焼きを食べ、楽しい
時間を過ごしました。
　来年は、新型コロナウイルス感染症が終息し、ご家族と一
緒に楽しい時間を過ごすことができることを願っております。

思い思いの
願いごとを

短冊に書い
て

飾りつけを

行いました

園芸活動の畑が増設されました （しらいとデイサービスセンター）
　かねてよりご利用者の方々に好評がある園芸活動を更に
充実させるべく、この度、施設敷地内の空き地を畑へと開
墾させていただきました。毎年とうもろこしやじゃがいも等の
種まきや苗植えを行い、収穫、簡単なクッキング、試食会を
ご利用者の方 と々一緒に行っていました。今までは畑の規
模が小さかったため園芸活動は限定的な活動でしたが、新
しい畑ができたことで活動期間が広がります。新しい畑で「今
まで植えていない野菜を植えよう」や「早く苗植えて収穫した
い」など、ご利用者から期待の声が上がり、盛り上がってい
ます。これからご利用者の方 と々、どんな野菜を植えるのか
我々職員も楽しみです。

おやつのたこ焼きです。
美味しく食べました！

トウモロコシの種植え
収穫が楽しみです��

きぬさやの収穫
たくさん収穫
できました！
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皆様に支えられて50周年！ （赤石寮）

作業療法士の
五反田貴美です。

ご利用者の個別機能訓練に
携わらせて頂いております。
よろしくお願いいたします。

作業療法士と機能訓練しませんか！ （しんぱらの家デイサービスセンター）

　しんぱらの家デイサービスセンターでは、作業療法士を採用し、令和２年
11月より一般型、認知症対応型共に個別機能訓練を実施するようになりまし
た。個別機能訓練を希望されるご利用者に対して、作業療法士が１対１で関
わります。ご利用者やご家族に現在自宅で困っている事、こんな事ができるよ
うになりたい等々、事前に個別訓練のご要望をお聞きし、訓練内容に反映さ
せています。また、ご自宅に伺い、玄関付近や宅内の段差や手すりの等の
状況を把握し、個別訓練の内容に活かすようにしています。
　ご利用者やご家族からは、ご好評をいただいております。
　デイサービスで個別機能訓練を希望されているご利用者がおりましたら是非
ご紹介下さい。

お問い合わせ先／しんぱらの家デイサービスセンター：☎053-584-1077

個別機能訓練の
風景です。

オリジナルムービーを
上映し、懐かしい
イベントの思い出を
ご覧いただきました！

　赤石寮は、令和３年５月１日に開設50周年を迎えることがで
きました。開設以来、地域に根差した支援を継続することがで
きたのは、皆様方の温かいご支援とご指導の賜物でございます。
心より厚く御礼申し上げます。
　開設記念日となる５月１日には、開設時よりご利用いただいて
るご利用者の表彰、50周年記念で作成したオリジナルムービー
の上映会を実施致しました。また、50周年記念誌の作成を、
現在進めております。記念誌の完成、50周年を迎えたご利用
者の様子等、改めてお知らせさせていただきます。
　今後とも赤石寮をよろしくお願い致します。

開設当初からの
ご利用者の
皆様に表彰状を
お渡ししました！
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相談支援事業所きずなは、平成26年４月から指定特
定相談支援事業、平成27年４月から指定児童相談支援
事業、平成29年４月から指定一般相談支援事業を行い、
障がい児者を対象に相談支援をしています。また、平
成30年より静岡県から高次脳機能障害支援拠点事業を
受託しています。

令和３年４月１日より、法人内の事業所内保育所と
して使用されてきた旧おやまの保育園へ事業所を移転
し、天竜区で唯一の計画相談支援事業所となりました。
移転後に来所された多くの相談者からは「広くて良い雰
囲気ですね。」とお言葉をいただいております。面談を
する環境としても大変落ち着いた雰囲気となっており、
安心してご相談いただけるのではないかと思います。
また、ミーティングや事業所内での事例検討なども充
実した環境で行うことができています。

私たちは天竜区に事業所を構えることで、天竜厚生
会の職員の使命として、支援の届きにくい地域に積極
的に足を運び、困っている人たちが気軽に相談できる
身近な存在となっていければと考えています。

また、計画相談支援事業、高次脳機能障害支援拠点
事業を通して、私たちの事業所や天竜厚生会の取り組
みを法人内外の関係者をはじめ、地域の皆様にも知っ
ていただけるよう尽力
してまいります。皆様、
どうぞお気軽にお立ち
寄りください。

子育て部門では、保育の質の向上や専門性を高める
ことを目的とし、5月29日（土）に全保育職員を対象と
した春季研修を行いました。今年度の春季研修は1日の
開催を予定していましたが、浜松市にて「感染拡大警戒
宣言」が発令されたため、半日の研修に変更しての実施
としました。コロナ禍での研修となるため、各園内で
も数か所に分かれ、リモートでの研修となりました。

当法人の教育・保育理念「感性豊かで生きる力をそ
なえた子どもを育てるために」の中の「生きる力」は、乳
幼児期に育てておくべき力となっています。研修では、
生きる力を育むために必要となる「親子の関わり」につ
いて、より専門的な知識を得て、教育・保育や保護者
支援に繋げられるよう常葉大学子ども健康学科教授柴
田俊一先生に「愛着を育てる関わり」について講義をい
ただきました。

講義の中で、「愛着」とはある特定の他者との間に形
成される情緒的きずなであり、生涯に渡る人間発達に
おいて重要な心理的意味をもつ関係性とされるという

お話がありました。「愛着」は乳児の時から形成され、
その子の人生に大きく影響するものであり、大切であ
ることを再確認する機会となりました。
「愛着」が育つことによって、子どもたちは人生の中

で人と関わり生きていく事が喜びになります。毎日子
どもと接する中で「愛着」をどのように育てていくか、
ご家族と共に考えていくことも私たちの役割です。子
どもたちが生きていくことに喜びを感じながら毎日を
送れるよう、子どもの応援団として学びの機会を大切
にし、教育・保育に精進していきます。

相談支援事業所きずなの移転について

職員春季研修
（コロナに負けぬ質と専門性を求めて）

相談支援事業所きずな
主任　ソーシャルワーカー

那須　将司

子育てセンターかきのみ
園長

山岸　さとみ

▲相談支援事業所きずな新事務所

▲研修受講の様子

お問い合わせ先

相談支援事業所きずな：☎053-583-1148
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「ふじのくに学びの心育成支援事業（以下、子ど

も合宿）」は令和2年度で受託して４年目を迎え「静

岡県生活困窮者等就労準備支援事業（以下、就労合

宿）」は３年目を迎えました。令和2年度は新型コロ

ナウイルスの感染が収束しない中での実施となり

ましたが、多くの方々が事業の目的を理解してく

ださり実施することができました。今回はご協力

していただきました企業を１つご紹介いたします。

こども合宿、就労合宿のプログラムとして、毎

年「木工体験」を行っています。木工体験は、「仲間

と協力し、使う人のためを思って作り、達成感や

自己有用感を高める」ことを目的に行っています。

講師は、浜松市天竜区上阿多古に事業所を構える、

「ひかべ家具製作所」の日下部善昭様にご協力して

いただきました。日下部様には事業を受託した平

成29年度からご協力していただいており、日下部

様のご指導のもと天竜産のヒノキを使ったベンチ・

テーブルを各合宿の参加者が製作し、当法人の子

育てセンター等に寄贈をしてきました。寄贈した

ベンチ・テーブルは子どもを始め先生方、保護者

の方からも大変好評で、子どもが安全に、長く使

えるようにと様々な手間を加えて製作しています。

「ひかべ家具製作所」の家具は全てがオーダーメ

イドであり、メンテナンスをしながら長く使って

ほしいとの思いで一つひとつ製作されています。

日下部様と様々なお話をさせて頂く中で、「今の世

の中は、物であふれており、壊れたら買い替える

文化を変えたい」との思いもお話してくださいまし

た。

また、日下部様は「NPO法人ブッダ基金」の活動

も行っており、ご自身の技術を活かし、ネパール

の学校で使う長机や長椅子を現地の子どもたちと

製作し「物を大切に使うこと、物づくりの楽しさ」

を伝える活動もされています。

合宿に参加する子どもたちには、家具職人と一

緒に作業することで、物の大切さや、物づくりの

楽しさを肌で感じ、将来の職業を考える際のきっ

かけになってほしいと思います。今後も子どもの

合宿により多くの方々に参加いただき、仲間と協

力しながら物づくりの楽しさを感じてほしいと思

います。

最後に事業にご協力・ご理解していただいてお

ります皆様に感謝申し上げます。

委託事業から繋がった地域の企業
“物づくりの楽しさを教えていただいています”

地域福祉課
ソーシャルワーカー

芦澤　裕介

▲ベンチ製作の様子

▲「ひかべ家具製作所」と日下部様

▲合宿参加者が製作したテーブル
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介の 紹事 力仕

私は清風寮でケアワーカー業務を３年間勤めた後、経
営企画課に配属となり今年で２年目となります。当課は
課長１人、課員２人で本部事務所の２階で業務を行って
おり、法人がより良い経営をしていくために法人全体の
経営状況を分析したり、他法人と比べるなどして各事業
所の実績把握や課題発見等に努めております。

業務はルーティンワークがある程度ありますが、自分
たちでやるべきことを考えて仕事をすることも多く、経
営層や管理職の方々、各事業所に有益な情報を届けてよ
り良い経営や運営の材料にしていただくことを意識して
います。そのため、幅広い知識を有することや見やすく
分かりやすい資料を作る力が求められます。

また業務上、経営層や管理職の方々、全ての事業に接
するため、多くの考え方を学ぶことができます。これら
が当課の魅力であり、同時に大変な部署でもあると感じ
ています。

昨年度は異動初年度で学ぶことがとても多く本当に大
変でしたが、上司にも恵まれ楽しく仕事をすることが出
来ました。今後も引き続き多くのことを学びつつ、ケア

ワーカー時代の経験も生かして、社会福祉法人の経営に
対する自分なりの視点や意見を持ち、提案したいと考え
ています。

令和３年度、子育てセンターしんぱらの教育・保育目標
は「みいつけた」です。子どもたちの発見を大切にし、豊か
な体験ができるよう、考え、見つけ、実践していくために
皆で考えこの目標を掲げました。

子どもたちは毎日たくさんの発見をし、目を輝かせ、心
が動く瞬間を私は何度も目にします。0歳児から5歳児まで
年齢の違う多くの子どもたちと過ごしていますが、一人ひ
とりが様々な方法でその瞬間を表現してくれます。言葉で
その感動を伝える子、そこから目を離さずじっと見つめる
子、保育教諭の手を引き指差しをして教えてくれる子、興
奮しながら友だちに伝えている子…その瞬間を一緒に驚い
たり、喜んだり、考えたり、目と目を合わせたりと共感し
心を通わせることで、子どもたちの興味は更に深まり、遊
びが広がります。子どもたちの多くの力に驚かされると共
にこの仕事の魅力を感じる瞬間でもあります。まだまだ見
逃しているサインも多くあると思いますが、そのような
一人ひとり異なるサインに気付ける保育教諭でありたいと
思っています。

私は現在は、主幹保育教諭として役割を担い、よりよく

円滑な教育・保育を行うために、全クラスの話し合いに参
加し、PDCAサイクルを意識した取り組みを行っています。
業務の効率化等、課題も多くありますが、悩みながらも周
りの職員に助けてもらいながら業務に励んでいます。

私事ですが、仕事と子育ての両立に悩み、５年前に一度
退職を決意し、３年前に再雇用制度にて復職しました。一
度離れたことで、仕事に対しての楽しさややりがい、感謝
の気持ちがさらに強くなりました。子どもたちの大切な乳
幼児期を一緒に過ごすことに、保育教諭としての誇りを持
ちつつ、園が「あ
たたかい場所」
として子どもた
ちの心にずっと
残るよう、これ
からも“子ども
たちにとって”
を念頭に置き、
より一層精進し
てまいります。

▲ 現在はコロナ禍のため活動できていませんが休日のリ
フレッシュ方法は仲間たちとのサッカーです。

　※平成30年8月撮影

▲経営企画課、常務理事での打ち合わせの様子。
　※撮影のため、マスクを外しています。

▲畑でたんぽぽみつけたよ

法人全体に目を向ける仕事
経営企画課
事務員

堀口　信

「あたたかい場所」であるために
子育てセンターしんぱら
保育教諭

金子　佳代子
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苦情受付の公表について（定期報告）
原則として、令和３年４月～令和３年７月までに、当法人にいただいた苦情等は次のとおりです。
貴重なご意見ありがとうございました。
◆受付件数　　　法人全体：78件 （うち公表可 51件）
◆主なサービス種別ごとの受付代表事例

≪障がい者関係事業≫　18件 （うち公表可 11件）

施 設 名： 赤石寮 是正日：令和３年５月24日

件 　 名： 緊急連絡先の書類の記載間違いについて

ご意見／
ご要望の内容：

ご家族より、「今回送付された緊急連絡先の書類に、他者の連絡先が書かれていた。自分の連絡先も、他者の書面に載ってしまっている
のではないかと心配であるため、確認してほしい。」との話があった。

対 応 内 容：

受付時に謝罪し、再発防止を徹底する旨をお伝えしました。書類を作成する際、手打ち入力で記録システムからの転記作業を行ったため、
記載ミスが生じました。また、作成後の確認作業も名前のみで確認不足がありました。今後は、転記作業の方法変更と職員間で確認作
業の内容・方法を再確認し、徹底してまいります。申立者には、後日改めて是正内容の報告と謝罪を行い、「お願いします。」とのお言葉
をいただきました。

≪高齢者関係事業≫　18件 （うち公表可 12件）

施 設 名： 百々山 是正日：令和３年４月５日

件 　 名： 床屋利用後の不揃いな髪型について

ご意見／
ご要望の内容：

ご家族より、「床屋に行ったようだが、耳のあたりが不揃いで本人がかわいそうである。本人の体調もあり、長時間床屋で過ごせないかもし
れないが、本人に似合う女性らしいショートカットに整え直してほしい。」と話があった。

対 応 内 容：
申立者に謝罪し、散髪をあらためて行うこと、今後はカットの要望を聴き取り、その際はヘアカタログ等を用いてイメージの共有を図り、対
応していく旨をお伝えしました。また、散髪後は担当ケアワーカーが髪型の確認を行い、必要に応じて床屋に再依頼していくこととしました。
入所時にも、床屋の利用頻度だけでなく具体的な意向の確認を行い、職員間で共有いたします。

≪地域福祉関係事業≫　20件 （うち公表可 15件）

施 設 名： 地域包括支援センターしんぱら 是正日：令和３年６月18日

件 　 名： 電話受付時に受付者の名前を名乗らないことについて

ご意見／
ご要望の内容：

介護支援専門員より、「電話に出た職員が名前を名乗らないので困る。以前も名前を名乗るように言ってあったが、改善されていない。」
と電話があった。

対 応 内 容：

その場で改善することを伝え、謝罪いたしました。以前、法人内で「電話受付の際、個人の名前を名乗ると悪用される可能性があるため、
名前は名乗らない」という話があり、その後は、「包括支援センターしんぱらです。」と対応しておりました。今回、法人内で明確なルール化
はされていないことを確認しましたので、今後は、責任の所在を明らかにする意味でも「地域包括支援センターしんぱら○○です。」と名前を
名乗ることを徹底いたします。

≪子育て関係事業≫　13件 （うち公表可 ８件）

施 設 名： 子育て支援課 是正日：令和３年５月13日

件 　 名： おまかせシステムの使いづらさについて

ご意見／
ご要望の内容：

保護者より、「おまかせ保育システムにおいて朝の体調連絡の登録ができたのか分からない。事前に休みを入力しても、いつの分が登録さ
れているか分からないため、システムの仕様を変更してほしい。」と苦情申立フォームより連絡があった。

対 応 内 容： システム会社に本件を伝え、仕様の変更が可能という回答があったため、ご意見をいただいた件が解消されるように仕様の変更を行いました。
また、保護者へ改訂内容を文書で配布するとともに、申立者には事前に対応方法についてメールを送信いたしました。

受け付けた苦情等は、記載した事例の他にも、以下の天竜厚生会ホームページに掲載しております。
★URL：http://www.tenryu-kohseikai.or.jp/koukai/complaint/index.html

【お問い合わせ】
監査指導部 監査指導課
　TEL：053-583-1424
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■ご寄付■■■■■
ありがとうございます
◎ ご厚意に沿うべく、大切に活用
　させていただきます。

★法人本部
⋮《5月》
⋮　株式会社坂田電気工業所様
★登呂の家
⋮《5月》
⋮　森　昇様
★しらいと
⋮《6月》
⋮　望月　森明様
★浜名
⋮《7月》
⋮　原田　安弘様

■ご寄贈■■■■■
ありがとうございます
◎ ご厚意に沿うべく、大切に活用
　させていただきます。
★美浜
⋮《5月～7月》
⋮　坂井モーター株式会社様
⋮　宮﨑建設株式会社様
⋮　明治安田生命保険相互会社浜松支社様
⋮　袋井市立袋井南中学校　福祉委員会様
★天竜厚生会診療所
⋮《5月》
⋮　株式会社坂田電気工業所様
★相談支援事業所きずな
⋮《5月》
⋮　静岡トヨタ自動車株式会社様
★天竜ワークキャンパス
⋮《7月》
⋮　株式会社森修焼様
★天竜厚生会城北の家
⋮《7月》
⋮　ピジョンタヒラ株式会社東京営業所様

★子育てセンターきぶね
⋮《7月》
⋮　橋本　啓一様
★子育てセンターかきのみ
⋮《7月》
⋮　橋本　啓一様
★子育てセンターみゅうのおか
⋮《7月》
⋮　橋本　啓一様

■ボランティア■■■■■
◎貴重なお時間を頂きありがとうございました。

＝施設サービス事業部＝

★浜名
⋮　老川　裕美様
⋮　野口　めぐみ様
★あかいし学園
⋮　坂口　由衣様
★清風寮
⋮　鈴木　富江様
★翠松苑
⋮　大野　博志様
⋮　赤佐６区花の会様
⋮　長崎　邦子様
⋮　戸田　さかゑ様
★しんぱらの家
⋮　有谷　まり子様
★天竜厚生会城北の家
⋮　吉田　たい子様
★しらいと
⋮　佐野　孔彦様
⋮　青山　秀子様
⋮　笠井　喜美子様
★くんまデイサービスセンター
⋮　熊幼稚園様
★天竜厚生会浜松デイサービスセンター
⋮　南部マジック会様
⋮　藤崎　真紀子様

＝地域福祉事業部＝

★地域福祉課
⋮　天竜高等学校　ボランティア部様

善意の皆さま
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＝子育て支援事業部＝

★子育てセンターすぎのこ
⋮　太田　正人様
⋮　岡部　かおり様
⋮　伊藤　美奈子様
⋮　西田　躬穂様
⋮　老川　嘉子様
⋮　安達　康子様
⋮　市川　清子様
⋮　小倉　啓子様
⋮　鈴木　未知代様
⋮　嶋　京子様
⋮　石山　千鶴様
★子育てセンターやまびこ
⋮　島　全良様
⋮　お話の会様
⋮　小倉　啓子様
★子育てセンターきぶね
⋮　荻野　覚様
⋮　荻野　宗子様
⋮　鳥倉　大知様
⋮　田原　さやか様
⋮　桑原　栞菜様
★子育てセンターしばもと
⋮　食育の会様
★子育てセンターしんぱら
⋮　竹内　博之様
⋮　長崎　邦子様
⋮　鈴木　静代様
⋮　折金　早苗様
⋮　田邉　定弘様
⋮　ひらまつファーム様
⋮　木下　和明様
★子育てセンターなかぜ
⋮　河合様
⋮　北島　忠明様
⋮　山岸　大輝様
⋮　畑　順平様
⋮　杉山　美穂様
★子育てセンターかきのみ
⋮　内山　啓子様
⋮　太田　礼子様
⋮　大橋　正和様
⋮　武田　哲夫様

★子育てセンターみゅうのおか
⋮　お話の会様
★子育てセンターさやのもり
⋮　橋口　平様
⋮　鈴木　敏男様
⋮　梅田　昭好様
⋮　伊藤　公一様
⋮　おはなしのたね掛川様
⋮　掛西学園ボランティア様
★子育てセンターひだまり
⋮　園児保護者様
⋮　落合　賢次様
⋮　鈴木　富雄様
⋮　鈴木　陽子様
⋮　鈴木　金雄様
⋮　杉谷南地区・園児保護者様
⋮　渥美　春夫様
⋮　渥美　和人様
★子育てセンターみなみしま
⋮　鈴木　美帆様
★子育てセンターとみがおか
⋮　鈴木　敏彦様
⋮　鈴木　忠男様
⋮　えほんを楽しむ会様
⋮　井口　君夫様
⋮　高木　正樹様
★すずかけっこ保育園
⋮　おはなしのたね掛川様
⋮　福田　幸子様
⋮　鈴木　由郎様
★なぎさ保育園
⋮　石田　正明様・他1名様
⋮　静岡県子ども読書アドバイザー　青島　智深様
⋮　河辺　勝彦様
⋮　人形劇どんぐり様
★やまびこ児童クラブ
⋮　島　全良様
★天竜厚生会ちゃるか
⋮　勝又　香里様
★天竜病院ひまわり保育園
⋮　渡邉　留美様
⋮　坂口　公司様
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